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Abstract 
Regarding the new venture creation supporting policy, the popular cluster 
theory is gradually replaced by the ecosystem theory. However, the ecosystem 
theory is heavily criticized as the concept of the theory is still not clear and the 
differences between natural and social phenomenon are still very vague. This 
paper will endeavor to redefine the regional ecosystem building model by 
investigating institutional entrepreneur based on the newly developed urban 
economies as well as the organization fields, which may clarify the 






現象ではない。欧米においても同様の転換がみられる（Oh, et al., 2016）。但し、
わが国におけるクラスター論がポーターの産業クラスター論に依拠した（石倉・
藤田・前田・金井・山崎, 2003）のに対し、欧米ではテクノポリス・ウィール・



































































































































































































































































































































































Losers を分けた原因を究明した Storper は、Small i5を提起したのである
（Nishizawa & Gibson, 2018）。 
Storper（2013）は、地域がWinnersになる条件として、既存Small iの廃棄
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Gatekeeperなどといった概念の拡散がみられる(Feldman & Zoller, 2012)。さらに、インフル
エンサーについて言えば、「SNS の情報発信源として影響力を持つ人」（『日本経済新聞』2017
年11月16日夕刊）と規定され、当初の概念とは大きく異なる定義が与えられたのである。 






（Fligstein & McAdam, 2012）。高橋・稲垣（2015）においても、何故、インキュベータ・マ
ネジャーがクリエイター組織を越えた「クロスポイント」形成に向かったのか、その理由及び
「クロスポイント」の理論的性格が不明確になってしまったのである。 
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ジェンシーとして、シュンペータ的企業家を導入した結果であった（Hardy, C & S. Maguire, 
2008）。但し、「企業家」については、Entrepreneur 又は Entrepreneurship の何れを当ては
めるべきか、混乱が見られる。オルドリッチは、制度論において Entrepreneurship が使用さ
れたことは殆どなく、DiMaggioはEntrepreneursを想定していたと指摘した（Aldrich & Ruef , 
2006, p. 40）。他方、最大の寄稿者が有ったとされる Organization Studies 特別号は
Entrepreneurship を使い、「制度変革を志向し、制度作りや変革に向けて資源を活用しようと
いう、アクターの活動」を重視すべきだと指摘した。この点では企業家概念を個人特性から資
源欠落状況における目的実現のための「経営手法」へと規定し直した Sahlman & 
Stevenson(1991）の企業家論に近いといえる。だが、制度論研究においては、未だにヒトか手
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